
区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

`

道
路
の
区
域

深
谷
市
東
方
字
境
堀
二
七
六
番
一
か

ら
前
橋
市
田
口
町
字
下
田
尻
一
二
二

番
一
ま
で

前

ＡＢ

七
∑
一
〇
〜
一
〇
七
∑
〇
〇

二
二
∑
〇
〇
〜
一
九
四
∑
〇
〇
五
二
∑
九
四
〇

四
〇
∑
五
三
四

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

後

ＡＢ

七
∑
一
〇
〜
一
〇
七
∑
〇
〇

二
二
∑
〇
〇
〜
一
九
四
∑
〇
〇
五
二
∑
九
四
〇

四
〇
∑
五
三
四

a

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高
崎
河
川
国
道
事
務
所

平成™›年™月™˜日 火曜日 第œ�›š号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
八
十
六
号

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
第
五
条
の
十
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

下
水
道
法
施
行
令
第
五
条
の
十
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
措
置
を
定
め
る
件

一

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
排
ガ
ス
処
理
設
備
の
設
置
そ
の
他
の
措
置

二

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
液
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
排
液
を
水
処
理
施
設
に
送
水
す
る
導
管
の
設
置
そ
の
他
の
措
置

三

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
残
さ
い
物
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
残
さ
い
物
の
飛
散
及
び
流
出
を
防
止
す
る
覆
い
の
設
置
そ
の
他
の
措
置

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
八
十
七
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
二
月
七
日
付

け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ
`
4
8
3号

仕
切
り
甲
板
（
Ａ

6
0級
）

ハ
イ
テ
ッ
ク
ス
Ｋ
Ｄ

2
0
`
Ａ
6
0

株
式
会
社
神
戸
タ
フ

興
産

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
白
水
三
丁

目
１
番
2
0号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
八
十
八
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
二
月

九
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
4
7
1
5号

自
動
復
原
膨
脹
式

救
命
い
か
だ

Ｆ
Ｒ
Ｎ
`
Ｒ
`
5
0型

藤
倉
ゴ
ム
工
業
株
式

会
社

決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
．

2
9
3
@I
、
Ｍ
Ｓ

Ｃ
．
2
9
5@I
及
び
Ｍ
Ｓ
Ｃ
．
3
2
3

@K
の
適
合
確
認

〇
国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
一
号

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
第
十
三
条
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣

及
び
環
境
大
臣
が
定
め
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

環
境
大
臣

細
野

志

下
水
道
法
施
行
令
第
十
三
条
第
六
号
の
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
が
定
め
る
措
置
を
定
め
る
件

一

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
排
ガ
ス
処
理
等
の
措
置

二

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
液
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
排
液
の
水
処
理
施
設
へ
の
送
水
等
の
措
置

三

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
残
さ
い
物
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
残
さ
い
物
の
飛
散
及
び
流
出
の
防
止
等
の
措
置

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

十
七
号

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
七
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

第
１
起
業
者
の
名
称
和
歌
山
県

第
２
事
業
の
種
類
県
道
泉
佐
野
打
田
線
改
築
工
事

（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
重
行
字
東
中
原
地
内
か
ら
同

市
重
行
字
東
柳
原
地
内
ま
で
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
和
歌
山
県
紀
の
川
市
重
行
字
東
中

原
、
字
東
柳
原
及
び
字
西
柳
原
地
内

２
使
用
の
部
分
和
歌
山
県
紀
の
川
市
重
行
字
東
中

原
、
字
東
柳
原
及
び
字
西
柳
原
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た

め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
和
歌
山
県
紀
の
川
市
重
行

字
石
原
地
内
か
ら
同
市
重
行
字
東
柳
原
地
内
ま
で
の

延
長
5
1
2N
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」と
い
う
。）

を
全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
県
道
泉
佐
野
打
田
線
改

築
工
事
」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）の
う
ち
、

上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0

号
）
第
３
条
第
３
号
に
掲
げ
る
都
道
府
県
道
に
関
す

る
事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路

法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

県
道
泉
佐
野
打
田
線
（
以
下「
本
路
線
」と
い
う
。）

は
、
道
路
法
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
和
歌
山
県
知

事
が
県
道
に
認
定
し
た
路
線
で
あ
り
、
同
法
第
1
5条

の
規
定
に
基
づ
き
和
歌
山
県
が
道
路
管
理
者
と
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
起
業
者
で
あ
る
和
歌
山
県
は
、
本

件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
路
線
は
、
和
歌
山
県
紀
の
川
市
内
の
大
阪
府

境
を
起
点
と
し
、
同
市
内
の
一
般
国
道
2
4号
と
の

接
続
点
を
終
点
と
す
る
延
長
約
９
›
の
路
線
で
あ

り
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
を
起
点
と
す
る
府
道
泉
佐

野
打
田
線
と
接
続
し
て
大
阪
府
と
和
歌
山
県
と
を

南
北
に
連
携
す
る
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

ま
た
、
本
路
線
は
、
一
般
国
道
2
4号
や
県
道
粉

河
加
太
線
な
ど
紀
北
地
域
を
東
西
に
結
ぶ
広
域
幹

線
道
路
と
接
続
し
、
さ
ら
に
、
国
土
交
通
大
臣
に

よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
京
都
府
、
奈
良
県

及
び
和
歌
山
県
を
結
ぶ
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
る

一
般
国
道
2
4号
「
京
奈
和
自
動
車
道
」
と
打
田
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
に
お
い
て
接
続
す
る

予
定
で
あ
り
、
自
動
車
交
通
量
の
増
加
が
予
測
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
区
間
に
対
応
す
る
本
路

線
（
以
下
「
現
道
」
と
い
う
。）は
、
自
動
車
交
通

量
が
多
く
、
小
学
校
の
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歩
道
等
が
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
車
道
幅
員
が
道
路
構
造
令
（
昭
和
4
5年
政

令
第

3
2
0号
）
の
規
定
値
を
満
た
さ
な
い
区
間
が

一
部
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
車
両
と
歩
行
者
等
の

交
通
が
ふ
く
そ
う
し
、
車
両
及
び
歩
行
者
等
の
安

全
か
つ
円
滑
な
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

Ÿ
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